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１． 研究目的 

本研究は，教育と研究を連携させ，社会のニー

ズを反映させて身障者と健常者が「共有できる服」

の提案を行うものである．平成 25 年より，身体に

障害のある人もおしゃれを楽しむことができる環

境を目指して，機能美（機能美とは，障害に対応

した機能にデザインを加えることをいう）に特化

したデザイン設計の研究を継続している.身障者

と健常者が衣服の共有をできれば，個別対応服の

ような高価格やおしゃれなデザインが少ないとい

う問題を解決できる．「共有できる服」を健常者側

に提案することで，アパレル企業に新たなマーケ

ットの創成が可能であると考える.  

本学創立者である大妻コタカ先生の実技実学は，

社会へ貢献できる人材の育成のための実践的教育

であり，現在でも変わることのない本質である．

本学の不易流行の１つの形を実現するため，研究

と教育を連動させ，その成果を社会に発信してい

る．平成 30 年度も引き続き，着脱のしやすさ，片

麻痺による手・足の可動域，車椅子使用による座

位姿勢に対応した機能にデザインを加えた「共有

できる服」の機能美を検証する. 
 

２．研究実施内容 

「共有できる服」のデザイン設計 

着脱がしやすく片麻痺の人に対応したUNI 

FASHION（UNIVERSITYとUNIVERSALをかけた女

子大生と障害者のおしゃれの共有）として，トッ

プス4点，スカート6点，ワンピース2点のデザイン

設計を行った．モデルの身体の状況は表1，3年ゼ

ミナールの学生13名およびモデル3名の採寸の結

果は表2の通りである． 

パターンはマスターパターンを使用して，デザ

インに合わせてパターンメイキングを行った．衣

服のサイズはワンサイズでどこまでカバーできる

かを検討した． 表 2 の学生のバスト寸法は，最小

値 72.0 ㎝・最大値 88.0 ㎝で，その差は 16.0 ㎝．

ウエスト寸法は，最小値 58.0cm・最大値 71.5cm で，

その差は 13.5cm．ヒップ寸法は，最小値 79.0cm・

最大値 96.5cm で，その差は 17.5cm である．同様

に，各採寸項目の差を考慮してデザイン設計を行

った．はじめにトワルサンプルを作成し，学生 13

名が 12 着を試着して，昨年と同様にサイズ，デザ

イン，機能，その他の 4 項目で評価を行った．試

着観察では，片手で着脱したり，座位姿勢や日常

的な動作に対するゆとり量や着心地を確認した後，

修正を行った． 

次に，3 名のモデルを対象にデザインに関する

アンケートを行った．“着てみたいと思う服”を選

んでもらい，試着観察をしてそれぞれの機能につ

いての検証および聞き取りの結果を反映させて，

パターン修正を行った（図 1）． 

 

 

表 1. モデルの身体の状況 
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表 2． 身体寸法 （A：学生，B：モデル） 

図 1. 機能美を備えた「共有できる服」 
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３．まとめと今後の課題 
衣服は気候や環境からからだを守ったり，自己

表現をしたりすると共に，気持ちが元気になる等，

からだとこころを支える重要なツールである．年

齢・性別・障害の有無に関わらずおしゃれを楽し

むことができる環境に向けて，機能美に特化した

身障者と健常者が「共有できる服」の提案を行っ

ている．本研究は 6 年目を向かえ，研究法やデザ

イン設計の手法も確立してきた．「共有できる服」

になり得たかどうかの判断基準は，障害のある人

の身体に対応した機能を備えていることと女子大

生が着たい服になっていることである．これらは

試着観察およびファッションショーを通して検証

している．年度末には，デザイナー・パタンナー

による外部評価を受け，機能美並びに商品として

の可能性を検討している．平成 30 年度の「共有で

きる服」の詳細については，別稿にて述べる． 

大学におけるファッションショーは，教育効果

や機能美の検証の場であるとともに，身障者衣服

の現状を共有し，共に生きることを可視化するこ

とでもある．「共有できる服」は，自己を受け入

れ他者を受け入れ，共に生きる社会に向けて，バ

リアを取り払うというノーマライゼーションの視

点も有する．研究の成果は身体に障害のある人が

衣服を着用することで笑顔になることである．笑

顔がもたらす効果は，自分だけでなく周囲も明る 

 

い気持ちにさせる効果がある．医学的にも笑顔で

いることは，病気を治したり，気持ちが落ち着い

たりする効果があることが認められている．誰も

がおしゃれを楽しむことができる環境は，誰もが

健康に暮らせる環境でもある．身体の障害を個性

と思えるような社会環境への１つの提案である． 

今後の課題は，学科連携や学部を超えて横断的

な教育・研究を行い研究と教育を連動させ，その

成果を社会に発信し，身障者と健常者が「共有で

きる服」のコンセプトを消費者やアパレル業界に

認知してもらうことである．また，デザイン設計

においては，過去のデータを基に構成・装飾の考

え方を体系づけ，「主体的な学びのための持続的

デザインシステム」と連動させてデザインの考え

方を構築していきたい． 
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